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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 12 月 17 日に公表した平成 20 年４月期（平成

19 年５月１日～平成 20 年４月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知

らせいたします。 
 

記 
 
１ 平成 20 年４月期業績予想数値の修正（平成 19 年５月１日～平成 20 年４月 30 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 5,400 1,279 1,300 791 144 円 13 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 5,134 1,197 1,193 701 128 円 20 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △265 △81 △106 △89 ― 

増 減 率            （％） △4.9 △6.4 △8.2 △11.4 ― 
（ ご 参 考 ） 前 年 実 績 
（ 平 成 1 9 年 ４ 月 期 ） 

6,180 1,666 1,696 995 181 円 32 銭

 

２ 修正の理由 

 下記の主な要因により、売上高、利益共に予想を下回る見込みであります。 
＜売上高＞ 
① 受注済みサブシステム案件の稼働時期延期によるソフトウェア売上高の減少 
② 契約及び構成内容の変更等によるハードウェア売上高の減少 

＜利益＞ 
  売上高の低下及び新本社ビル関連費用の増加に伴い、営業利益が予想を下回る見込みで

あります。また、金融市場の低迷による投資有価証券評価損 34 百万円の発生により、

経常利益、当期純利益も予想を下回る見込みであります。なお、複合金融商品について

は、評価差額を営業外損益に計上しております。 

以  上 
 

（注）上記予想には、本資料の発表時現在の将来に関する前提、見通し、計画に基づく予測が含まれてお
ります。そのため、経済、事業環境の変動等にかかわるリスクや不確定要因により実際の業績が記
載の予想数値と異なる可能性があります。 

   また、平成 21 年４月期の業績予想につきましては、平成 20 年６月 13 日に提出予定の「平成 20 年
４月決算短信（非連結）」にて掲載いたします。 


